
 

 

 

学校名：県立横浜緑ケ丘高等学校  

平成２９年度 学校評価報告書（実施結果） 
 

視点 
４年間の目標 

１年間の目標 
取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月３０日実施） 

（平成 28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
（３月 13日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

①生徒一人ひとりの多

様な学習目標や進路希

望を踏まえた学習指導

を実践する。 

 

②自ら課題を発見し、

解決するための思考

力・判断力・表現力等

の育成ために自ら学ぶ

力を育む学習活動を実

践する。 

 

③幅広い教養と確かな

学力を身につけさせ総

合力の育成を図る。 

①授業力向上に

向けた授業研究

の年間計画、テ

ーマに基づき、

継続的に組織的

な授業改善が図

れるようにす

る。 

②総合的な学習

の時間において

生徒の主体的な

学びが進むよう

にする。 

③総合的な学習

の時間の内容を

より一層充実さ

せる。 

①職員の意識が高まる

よう、生徒による授業

評価や研究授業などの

内容の充実を図る。 

②教員マニュアル等を

作成し、それを活用す

ることにより統一的に

指導にあたり、生徒の

主体的な学びの伸長を

図る。 

③アカデミックキャラ

バン・緑高セミナー・

テーマ別研修等におい

て、生徒に確かな学力

をつける講座を多く設

定する。 

①生徒による授業

評価の結果などを

評価の観点に活用

できたか。 

②年度末に生徒に

年間のまとめを書

かせ、主体的な学

びができたか。 

③緑高セミナーに

ついてはアンケー

トにより参加状況

成果を確認できた

か。その他につい

ては研修報告書を

活用して、幅広い

教養を身につけさ

せられたか。 

①生徒による授業評価で、

「授業に対して意欲的に取り

組んでいる」と回答した生徒

が 90.0%となり、生徒が主体

的に授業に取り組める工夫が

確認された。 

②年度末に生徒にアンケート

等の振り返りを実施し、「高

校生活において課題の発見と

解決に向けて主体的に考え、

発表するなどの協働的な学習

活動により、思考力・判断

力・表現力が高められた」と

回答した生徒が 86.5%であ

り、主体的な学びができたと

確認された。 

③アカデミックキャラバンに

おいて「対数誕生物語」を講

演していただいたところ大多

数の生徒に好評で「何のため

に数学を学習するのか理解で

きた」という意見が多数を占

めた。緑高セミナーについて

は、アンケートで、参加した

全ての生徒（100％）が「と

ても興味深く聞くことができ

た」と回答し、「今後の学習

に向かう新しい視野が開かれ

た」等の回答が多かった。 

①すべての領域の

授業が、深い学び

やプログラミング

教育につながるよ

う検討を推進して

いく。 

②生徒の探究活動

をより深化するた

めの支援・指導の

方法を組織的に研

究する。 

③生徒の知的好奇

心をさらに高める

ための講演等を実

現する講師を同窓

会等の支援を得て

依頼していきた

い。 

①アンケート結果か

ら授業改善が進んで

いることがうかがえ

る。プログラミング

教育の成果も活かし

ながら、主体的な学

びを意識した授業を

目指して取り組むこ

とが必要である。 

②学力向上進学重点

エントリー校として

の真摯な様々な取り

組みを評価する。 

①授業力向上に向けた

授業改善が進んでい

る。より多くの生徒が

主体的に学んでいると

実感できるような改善

を行っていく。 

②総合的な学習の時間

を中心として、探究的

な学習や主体的な深い

学びにつながる学習も

展開されている。総合

学習が大事であるとい

う共通認識を深める。 

③アカデミックキャラ

バンは、深い学びにつ

ながる講演会となっ

た。講師との綿密な打

ち合わせやリハーサル

を継続していきたい。 

①日々の授業を大切に

して、深い学びにつな

がる授業改善にいっそ

う取り組んでいく。 

②生徒の主体的な学び

を育んでいくための柱

として、総合的な学習

の時間の年間計画を総

合的に見直しながら策

定していく。 

③講師の選び方とテー

マ設定を工夫し、講師

との綿密な事前打ち合

わせを行っていく。 

２ 
生徒指導 

・支援 

①部活動や行事を通し

て、生徒の論理的思考

力・表現力・創造性を

伸ばし、リーダーシッ

プや企画力の向上を図

る。 

 

②よりきめ細かな個別

支援を実現することに

より、生徒一人ひとり

が安心した学校生活を

送ることができるよう

支援する。 

 

①学校の教育活

動を積極的に地

域等へ公開する

とともに、行事

等の参加を促

す。 

②後援組織との

連携を深め、生

徒の育成支援体

制の充実を図

る。 

①部長会・実行委員会

を通じた生徒主体の取

組を推進する。 

既存のやり方にとらわ

れず、新たな発想を尊

重するとともに、実現

に向けた取組を計画的

に行う。 

②生徒支援のために適

切な情報共有や指導、

対応をこころがけ、事

故発生時には適切に対

処する。 

①生徒主体の部活

動、行事運営が行

えたか。自由な発

想の元、計画の実

現に向けて取組む

ことができたか。 

②生徒支援のため

に適切な情報共有

や指導、対応がお

こなえたか。事故

発生時の対処は適

切か。 

①生徒主体の部活動、行事運

営が行え、「魅力と特色アン

ケート」においても「部活動

等で充実した活動ができた」

と回答した生徒が 87.7%とな

り、自由な発想の元、計画の

実現に向けて取組むことがで

きた。 

②生徒支援のために適切な情

報共有や指導、対応がおこな

えた。 

①今後も、生徒の

社会性や人間性を

高めるための学校

行事や部活動の生

徒主体の活動が実

現できるための支

援の方法を検討し

ていく。 

②ケース会議の在

り方や、スクール

カウンセリングの

活用方法の改善に

努めていく。 

①生徒主体の生徒会

活動が展開されてい

ることを評価する。

授業時間確保をしな

がらも工夫を加える

などして、今後も充

実させることが大切

である。 

②教育相談を受ける

生徒に対する配慮や

取り組みを評価す

る。 

①文化祭や体育祭など

を通して、生徒が主体

的に関わることの大切

さが伝わっている。生

徒会活動における自主

的活動の活性化をさら

に推進していく。 

②生徒支援を適切に行

うことができた。教育

相談の運営方法を工夫

していく。 

①部活動や行事を通し

て、生徒の論理的思考

力・表現力・創造性を

育み、リーダーシップ

や企画力が向上するよ

うに支援していく。 

②教育相談の受付方法

等を工夫する。 



 

 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月３０日実施） 

（平成 28年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 
課題・改善方策

等 
（３月 13日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導 

・支援 

①生徒一人ひとりが目

指す進路の実現に向け

て、様々な支援や指導

を実践する。 

 

 

 

①生徒一人ひと

りが自己の高い

資質を自覚した

上で、目指す進

路の実現に向け

て、３年間を見

通した進路計画

を整理し支援と

指導を図る。 

①３年間を見通したキ

ャリア教育についてワ

ークシート等の活用に

より生徒一人ひとりが

各自の優れた資質をよ

り発展・充実させ、自

分の将来像を描くこと

ができるよう支援と指

導を行う。 

①３年間を見通し

たキャリア教育に

おいて、ワークシ

ート等を活用し、

生徒一人ひとりに

自らの高い資質を

より充実させ自分

の将来像を描か

せ、高い志を立て

ることができた

か。 

①３年間を見通したキャリア

プランニングワークシートを

改善し、生徒がより具体的な

イメージをもってキャリアプ

ランニングに取り組めるよう

働きかけた。 

①学校全体で組織

的に生徒のキャリ

アプランニングを

支援する体制づく

りを早急に構築す

る必要がある。 

①「将来、どのよう

に社会に貢献できる

か」を考えさせるキ

ャリア教育が成果を

上げている。それを

活かす３年間を見通

したキャリアプラン

ニング支援を組織的

に行いたい。 

①学びに向かう動機づ

けに大きな成果が見ら

れた。他のグループと

も協力しながら３年間

を見通したキャリアプ

ランニング支援体制を

構築する。 

①組織的なキャリア教

育の体制づくりを進

め、将来の職業や生き

方を考えるような指導

を行っていく。 

４ 
地域等と

の協働 

①地域に信頼される学

校づくりを推進する。 

 

②後援組織である三徳

会・牧陵会との連携を

深め、学校教育支援体

制の充実を図る。 

 

 

 

①学校の教育活

動を積極的に地

域等へ公開する

とともに、行事

等の参加を促

す。 

②後援組織との

連携を深め、生

徒の育成支援体

制の充実を図

る。 

①文化祭や芸術教科発

表会などの行事の公開

やＨＰを通じ、本校へ

の理解を促す①避難訓

練への参加を促し、生

徒・地域との交流、協

働を企てる。 

②学びの奨励基金の運

用、緑高セミナーを中

心とした人材などの活

用を図る。 

①公開行事への参

加状況・アンケー

ト調査による満足

度。 

①避難訓練におけ

る地域の方の参加

状況。 

②学びの奨励基金

の周知・運用およ

び支援団体の人材

活用等、新たな支

援体制の活用・充

実について推進で

きたか。 

①HPなどを活用し、公開行

事の予定を周知する活動を行

った。HP 更新が簡単にでき

るよう HPを新方式にリニュ

ーアルすることに取り組み、

移行に成果を上げた。 

②学びの奨励基金の支援を９

名の生徒に行い、海外での研

修や国立大学での研修を体験

させることができた。 

①新方式の HPの

優れた機能を十分

活用してさらに本

校への理解を深め

る活動を充実させ

たい。 

②学びの奨励基金

の支援対象・内容

を再検討し、「自

己の人格を磨き、

能力を高める意欲

的な取組」を実現

していく。 

①防災訓練について

地域と協力して行お

うとする姿勢を評価

するが、日程の関係

で今年度実施できな

かったことは残念で

ある。 

②「人としてどう育

てるか」「将来のリ

ーダー」を考えて教

育していることを評

価する。 

①日程の関係で、避難

訓練では地域の方々に

参加してもらうことが

できなかった。来年度

は何とかしたい。 

②本校の教育活動を積

極的に地域及び保護者

へ公開としていくとと

もに、緑高セミナーへ

の地域から参加者を増

やしていく。 

①地域と連携した避難

訓練実施や緑高セミナ

ーへの地域の参加者増

加を図る。新ホームペ

ージも活用していく。 

②緑のフェスティバ

ル、緑高セミナー、文

化祭等の学校行事や学

びの奨励基金等におい

て後援組織との連携強

化を図る。 

 

５ 
学校管理 

学校運営 

①全職員が参画し、組

織的･機動的な学校運営

体制を推進する。 

 

②生徒・保護者に信頼

される学校を維持する

ために事故不祥事防止

に努める。 

 

①職員の意見交

換の場としての

「緑の意見交換

会」を定期的に

実施し、全職員

が参画する運営

体制を活性化さ

せる 

②日常的に事故

不祥事防止に努

めるよう職員間

の声掛けを実践

する。 

①興味深いテーマ設定

をしたうえで職員が参

加しやすい日時に「意

見交換会」を実施し、

意見交換を行い学校運

営になるべく反映させ

る。 

②研修をとおして、日

常的に事故不祥事防止

に努めるようにする。 

①半期に１～２回

開催することがで

きたか。また意見

を交換し、問題意

識や教育活動実践

の共有が図れた

か。 

②月に一度、研修

を開催することが

できたか。職員間

の声掛けを実践す

ることができた

か。 

①授業時間の確保と学校行

事・年間行事計画等の在り方

について職員間で意見交換を

し、問題意識や教育活動実践

の共有が図れた。 

②「職員啓発資料」等を活用

して具体的な他校での事故例

なども参考に有意義な研修が

行われた。 

①開催時期や方法

を検討し、参加者

を増やしたい。 

②引き続き、事故

不祥事防止に向け

た研修を充実させ

職員の意識の向上

に努めたい。 

①開催テーマや時期

などを工夫すること

が必要である。 

①職員の意見交換の場

としての意見交換会を

実施できた。授業時間

確保と教育活動のバラ

ンスを考慮した年間行

事予定策定において、

出された意見は一定程

度反映された。組織的

な学校運営のための意

識をさらに高める工夫

が必要である。 

②適切な事故防止を行

うことができた。 

①緑の意見交換会への

参加者が多くなるよう

な検討をさらに進め

る。 

②高大接続も視野に入

れた検討をする。定期

テスト、評価、評定、

調査書等において事故

がなくなるようなシス

テム作りを検討する。 

 


